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学問の倫理と方法をめぐる問いかけ：「共生」を考える
―特集に寄せて―
2009 年度から始まった「学問の倫理と方法研究会」
では、学際的な視点と方法を採用しながら、多様な
分野の専門家が集う国際学部ならではの学問的可能
性を模索してきた。そのなかで、共通の課題につい
て考察する作業を通した学問的協働が提案され、そ
の初めての試みとなったのが、本紀要第 29 号に掲載
された「書評：『グローバル世界と倫理』を読む」で
ある。
本号ではさらに作業を進めて、これまでの議論の
蓄積のなかから、関係者に共通する倫理的課題を選
択し、その課題に関わる問題について、各分野の手
法を用いた論文の執筆を試みている。それは、具体
的な出版物につながる活動によって、多分野の視点
から触発を受けて、研究会の度に浮かびあがってき
た問題意識に形を与え、外の世界へと発信する作業
の必要性を、執筆者たちが共有しているためである。
今回は共通のテーマとして、「共生」を選んでいる。
「多文化共生」、「自然共生」、「共生社会」など、社会
に氾濫気味のこの概念を、いま一度、学問の倫理と
方法に関係付けて捉え直そうというのである。現代
世界において共生が語られるとき、その主体として
は誰が想定され、いかなる主体間のどのような関係
であると認識されているのか、または認識されうる
のであろうか。自明のようでいて漠としたこの概念
と、それに付随する問題を明らかにすることで、多
様な学問分野が共通にとりくむべき課題とは何であ
るかを解明する手掛かりをつかむこと、それが本特
集の目的である。
今回の特集は、４篇の論文からなる。中村は、感
情心理学の分野から個人レベルでの共生の基盤につ
いて論じている（「社会的共生の心理学的基盤：感情
のコミュニケーションと道徳的感情」）。17 ～ 18 世紀
西洋の思想史・文学史を研究する田口は「一共同体
内部における他者との共生の問題に新たな光を当て
ることを目標」とし、歴史的背景を踏まえつつ、原
理的で哲学的な共生の分析からその実現へ向けた課
題を提示しようと試みている（「価値、利害、共生―
下川潔、井上達夫、ジョゼフ・ラズにおける寛容思
想―」）。また、清水は、国際法と国際機構論の分野
から国際社会における「共生」概念を構想すること
の可能性と問題について検討している（「国際法・国
際機構と共生の関係についての試論―ジョン・ロー
ルズの『万民の法』を手がかりとして―」）。さらに、
松尾は、社会学的実証研究（「湾岸アラブ型エスノク
ラシー―共生しないという選択肢―」）として、現実
の共同体における共生の実態とその実現の困難さに
ついて報告している。
このように論文を並べた理由は、共生という共通
のテーマを一連の流れで検討するものとなっている
からである。すなわち、個人の心理的レベルの問題
から、共同体における共生の実現に向けた哲学的検
討を経て、国際法や国際機構といった制度に注目し
つつ、共生を実際の社会、世界に適用する際に生じ
る問題の考察へと至り、さらに、実例として、アラ
ブ湾岸諸国における ｢ 共生 ｣ の実態を検討する内容
となっている。
正直なところ、十分なすり合わせや調整をする余
裕はなかったが、出来上がった原稿を通して読むと、
準備の初期段階で行った 3 回の打ち合わせの一定の
効果が見て取れる。当然ながら、この 4 人はそれぞ
れの研究分野を代表して執筆しているわけではない
が、心理学、思想・文学、国際関係論、社会学とい
う全く異なる分野の特色を良く発揮すると同時に、
それぞれが有機的な結びつきをもち、さらに発展す
る可能性をもつ成果になったように思う。読者には、
個々の論文としてだけでなく、ぜひとも通して読ん
でいただき、学際的アプローチの可能性について考
える素材にしていただきたい。
最後に、この試みは、一部 ｢ 平成 21 年度国際学部・
国際学研究科重点教育研究費 ｣ の支援を受けて実施
された。ご支援に感謝するとともに、今後もこのよ
うな取り組みを支援する体制が維持されることを希
望している。
（中村真）
